
学科 年

学期 前 期

科目区分 授業方法 履修分類 単位数

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

　１．課　題 20 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 50 ％

　

評価項目/割合 評　価　内　容

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

週数

1

授業計画 事前・事後の学習

担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

先端技術研究 １年課程 １

科 目 名

7

8

評
価
基
準

目標検
定・課外
授業実
施予定・
その他

9

10

11

12

13

14

15

2

3

4

5

6



学科 年

学期 前 期

科目区分 授業方法 分類 単位数

　１．課　題 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 70 ％

　

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

評
価
基
準

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

授業計画

担当教員

学習目的

授業内容

**コースを選択してください（DELで消去）**

科 目 名

評　価　内　容評価項目/割合



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

　１．課　題 40 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 30 ％

　

研究成果報告書の提出が期末テストの代わりになります。

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

実装の改善・追加検証①：フィードバックを反映し、技術的な課題を改善

評
価
基
準

報告・連絡・相談の姿勢

最終研究成果報告書提出

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

環境構築・実験準備：開発環境のセットアップ、使用技術の選定

実装・試作①：基礎的な部分の実装を行い、動作確認

実装・試作②：追加機能や改善点の検討

性能評価・テスト①：測定基準を設定し、データ収集を開始

性能評価・テスト②：テスト結果の整理と分析

中間発表（報告書ドラフト提出）：研究の進捗を共有し、フィードバックを受ける

技術調査：関連する論文や資料を調査し、テーマの背景を理解する2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

自身の研究テーマについて深く学び、専門的な知識を身につけるとともに、論理的思考力や問題解決能力を養う。

学生自身が興味のある研究テーマを設定し、関連する資料を調査・分析する。研究の成果を論理的に整理し、報告書としてまとめることで、情報収集
能力・文章表現能力を向上させる。

  研究テーマに関する深い知識を習得できる。自ら課題を発見し、論理的に整理・考察できる。研究成果を適切に文章で表現し、報告書としてまとめることができる。

なし

授業計画

研究テーマの決定：興味のある技術テーマを選定し、研究計画を立案

ファティン　アミラ 6担当教員

学習目的

授業内容

先端技術研究 １年課程 １

科 目 名 実習研究 I A

評　価　内　容

作業日の進捗報告書の提出

実装の改善・追加検証②：さらなる最適化や拡張を検討

結果の整理・考察：研究成果を論理的にまとめる

報告書の作成①：論文形式で研究成果を文章化

報告書の作成②：全体の流れを整え、誤字脱字を修正

最終チェック：研究の結論を明確にし、報告書を完成させる

研究成果報告（最終提出）：最終版の提出と希望者による発表

評価項目/割合



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

　１．課　題 40 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 30 ％

　

研究成果報告書の提出が期末テストの代わりになります。

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

実装の改善・追加検証①：フィードバックを反映し、技術的な課題を改善

評
価
基
準

報告・連絡・相談の姿勢

最終研究成果報告書提出

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

環境構築・実験準備：開発環境のセットアップ、使用技術の選定

実装・試作①：基礎的な部分の実装を行い、動作確認

実装・試作②：追加機能や改善点の検討

性能評価・テスト①：測定基準を設定し、データ収集を開始

性能評価・テスト②：テスト結果の整理と分析

中間発表（報告書ドラフト提出）：研究の進捗を共有し、フィードバックを受ける

技術調査：関連する論文や資料を調査し、テーマの背景を理解する2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

自身の研究テーマについて深く学び、専門的な知識を身につけるとともに、論理的思考力や問題解決能力を養う。

学生自身が興味のある研究テーマを設定し、関連する資料を調査・分析する。研究の成果を論理的に整理し、報告書としてまとめることで、情報収集
能力・文章表現能力を向上させる。

  研究テーマに関する深い知識を習得できる。自ら課題を発見し、論理的に整理・考察できる。研究成果を適切に文章で表現し、報告書としてまとめることができる。

なし

授業計画

研究テーマの決定：興味のある技術テーマを選定し、研究計画を立案

ファティン　アミラ 6担当教員

学習目的

授業内容

先端技術研究 １年課程 １

科 目 名 実習研究 I B

評　価　内　容

作業日の進捗報告書の提出

実装の改善・追加検証②：さらなる最適化や拡張を検討

結果の整理・考察：研究成果を論理的にまとめる

報告書の作成①：論文形式で研究成果を文章化

報告書の作成②：全体の流れを整え、誤字脱字を修正

最終チェック：研究の結論を明確にし、報告書を完成させる

研究成果報告（最終提出）：最終版の提出と希望者による発表

評価項目/割合



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

　１．課　題 50 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 20 ％

　

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業実
施予定・そ

の他

個人面談

評
価
基
準

報告・連絡・相談の姿勢
出席

研究発表のクオリティで決まる

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

研究進捗発表

個人面談

個人面談

個人面談

研究進捗発表

個人面談

個人面談2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

自身の研究テーマについて深く掘り下げ、論理的に整理し、他者に分かりやすく伝えるスキルを向上させる。

 毎週、指導者と個人面談を行い、研究の方針を決定し、進め方を相談する。月に一度、クラス全体で集まり、研究の進捗をスライドにまとめて発表し、フィードバックを受ける。

  自身の研究テーマと成果を、相手に分かりやすく、論理的に説明できる。研究の進捗をスライドにまとめ、発表するスキルを身につける。フィードバックを受け、研究の方向性や発表内容を改善できる。

なし

授業計画

個人面談

ファティン　アミラ 2担当教員

学習目的

授業内容

先端技術研究 １年課程 １

科 目 名 研究ゼミ I A

評　価　内　容

進捗発表のスライド提出

個人面談

研究進捗発表

個人面談

個人面談

個人面談

研究進捗発表

評価項目/割合



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

　１．課　題 50 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 20 ％

　

卒業成果発表は英語で行われるため、その練習のためにこの科目の発表はすべて英語で行われる

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業実
施予定・そ

の他

個人面談

評
価
基
準

報告・連絡・相談の姿勢
出席

研究発表のクオリティで決まる

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

研究進捗発表

個人面談

個人面談

個人面談

研究進捗発表

個人面談

個人面談2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

自身の研究テーマについて深く掘り下げ、論理的に整理し、他者に分かりやすく伝えるスキルを向上させる。

 毎週、指導者と個人面談を行い、研究の方針を決定し、進め方を相談する。月に一度、クラス全体で集まり、研究の進捗をスライドにまとめて発表し、フィードバックを受ける。

  自身の研究テーマと成果を、相手に分かりやすく、論理的に説明できる。研究の進捗をスライドにまとめ、発表するスキルを身につける。フィードバックを受け、研究の方向性や発表内容を改善できる。

なし

授業計画

個人面談

ファティン　アミラ 2担当教員

学習目的

授業内容

先端技術研究 １年課程 １

科 目 名 研究ゼミ I B

評　価　内　容

進捗発表のスライド提出

個人面談

研究進捗発表

個人面談

個人面談

個人面談

研究進捗発表

評価項目/割合



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

　１．課　題 20 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 50 ％

　

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

追加機能開発②：ゲームプレイ・UXの調整

評
価
基
準

報告・連絡・相談

作品のクオリティ

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

基盤開発①：コアシステム実装開始

基盤開発②：機能追加・基本動作確認

問題解決と調整：発生した課題の洗い出し・解決策検討

中間発表準備：進捗報告資料の作成

中間発表・フィードバック：成果共有と改善点の確認

追加機能開発①：フィードバックを反映し、拡張実装

仕様設計：システム構成、ワークフロー作成2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

自身で決めた研究テーマを活かし、就職活動でアピールできるクオリティの作品を制作する。問題解決力や自主的な学習姿勢を養い、実践的なスキ
ルを身につける。

 研究テーマに沿った作品を制作し、自主学習を基本としながら開発を進める。問題が発生した際はまず自分で調査・試行し、それでも解決できない場合は指導者に相談する。

  就職活動でアピールできるレベルの作品を完成させる。問題解決能力を高め、自ら調査しながら開発を進める習慣を身につける。作品のクオリティ向上のためにフィードバックを受け、改善できる。

無し

授業計画

企画立案：テーマ選定・制作方針決定

ファティン　アミラ 4担当教員

学習目的

授業内容

先端技術研究 １年課程 １

科 目 名 作品制作 I A

評　価　内　容

発表の出来

作品のブラッシュアップ①：バグ修正・最適化

作品のブラッシュアップ②：ビジュアル・サウンドの調整

最終調整①：動作確認・デバッグ

最終調整②：プレゼン資料・ポートフォリオ準備

最終発表リハーサル：プレゼン練習・作品最終チェック

最終発表：完成作品のプレゼン・成果報告

評価項目/割合



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

　１．課　題 20 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 50 ％

　

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

追加機能開発②：ゲームプレイ・UXの調整

評
価
基
準

報告・連絡・相談

作品のクオリティ

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

基盤開発①：コアシステム実装開始

基盤開発②：機能追加・基本動作確認

問題解決と調整：発生した課題の洗い出し・解決策検討

中間発表準備：進捗報告資料の作成

中間発表・フィードバック：成果共有と改善点の確認

追加機能開発①：フィードバックを反映し、拡張実装

仕様設計：システム構成、ワークフロー作成2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

自身で決めた研究テーマを活かし、就職活動でアピールできるクオリティの作品を制作する。問題解決力や自主的な学習姿勢を養い、実践的なスキ
ルを身につける。

 研究テーマに沿った作品を制作し、自主学習を基本としながら開発を進める。問題が発生した際はまず自分で調査・試行し、それでも解決できない場合は指導者に相談する。

  就職活動でアピールできるレベルの作品を完成させる。問題解決能力を高め、自ら調査しながら開発を進める習慣を身につける。作品のクオリティ向上のためにフィードバックを受け、改善できる。

無し

授業計画

企画立案：テーマ選定・制作方針決定

ファティン　アミラ 4担当教員

学習目的

授業内容

先端技術研究 １年課程 １

科 目 名 作品制作 I B

評　価　内　容

発表の出来

作品のブラッシュアップ①：バグ修正・最適化

作品のブラッシュアップ②：ビジュアル・サウンドの調整

最終調整①：動作確認・デバッグ

最終調整②：プレゼン資料・ポートフォリオ準備

最終発表リハーサル：プレゼン練習・作品最終チェック

最終発表：完成作品のプレゼン・成果報告

評価項目/割合



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

40 ％

30 ％

30 ％

　

課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

評価項目/割合

１．課 題
 インターンシップに参加する 事後レポート・発表

２．授業姿勢
 無欠席での参加 身だしなみ・挨拶等実習先評価

３．テストその他
実習先評価

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

9

10

11

12

13

14

15

6

7

8

評
価
基
準

インターンシップ先の選定2

3

4

5

週数

1

企業での体験実習を通して実践的な技術や就業に必要なコミュニケーションを身につける。

就職希望業界の企業で450時間以上の就業体験を行い、レポート提出と発表を行う。

就業体験を通して、業界理解を深め就職活動に役立てる。また実習を通して自主性・主体性・ビジネスマナーを習得する。

なし

授業計画

業界研究

インターンシップ（450時間以上）

事後レポートの提出

インターンシップ報告会

評　価　内　容

先端技術研究 １年課程 １

科 目 名 インターンシップ I A

ファティン　アミラ 10担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

インターンシップ（450時間以上）

インターンシップ（450時間以上）

インターンシップ（450時間以上）

インターンシップ（450時間以上）

インターンシップ（450時間以上）

インターンシップの時期決定および申し込み・実習願いの提出

自己紹介表・エントリーシートの作成・添削指導

インターンシップ先の事前学習

インターンシップ（450時間以上）

インターンシップ（450時間以上）



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

40 ％

30 ％

30 ％

　

課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

評価項目/割合

１．課 題
 インターンシップに参加する 事後レポート・発表

２．授業姿勢
 無欠席での参加 身だしなみ・挨拶等実習先評価

３．テストその他
実習先評価

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

9

10

11

12

13

14

15

6

7

8

評
価
基
準

インターンシップ先の選定2

3

4

5

週数

1

企業での体験実習を通して実践的な技術や就業に必要なコミュニケーションを身につける。

就職希望業界の企業で450時間以上の就業体験を行い、レポート提出と発表を行う。

就業体験を通して、業界理解を深め就職活動に役立てる。また実習を通して自主性・主体性・ビジネスマナーを習得する。

なし

授業計画

業界研究

インターンシップ（450時間以上）

事後レポートの提出

インターンシップ報告会

評　価　内　容

先端技術研究 １年課程 １

科 目 名 インターンシップ I B

ファティン　アミラ 10担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

インターンシップ（450時間以上）

インターンシップ（450時間以上）

インターンシップ（450時間以上）

インターンシップ（450時間以上）

インターンシップ（450時間以上）

インターンシップの時期決定および申し込み・実習願いの提出

自己紹介表・エントリーシートの作成・添削指導

インターンシップ先の事前学習

インターンシップ（450時間以上）

インターンシップ（450時間以上）



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

　１．課　題 20 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 50 ％

　

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業実
施予定・そ

の他

開発・研究（ブラッシュアップ、機能追加）

評
価
基
準

チーム内の報告・連絡・相談

作品のクオリティ

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

開発・研究の開始（基礎部分の実装や調査）

開発・研究（試作、データ収集、検証）

開発・研究（技術的課題の解決、設計の調整）

開発・研究（具体的な機能の実装・分析）

開発・研究（進捗報告、フィードバックの反映）

中間発表（現時点での成果を発表し、意見をもらう）

企画書・仕様書作成、スケジュール設定2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

長期間の個人またはチームでの研究・開発を通して、自ら課題を設定し、その解決に向けて主体的に取り組む力を養う。研究や作品制作の過程を通
じて、論理的思考力や問題解決能力を高める。

各自またはチームで研究・作品制作を行い、成果をまとめる。プロジェクトの進行管理を行いながら、計画的に開発を進める。最終的に成果物をプレ
ゼンテーションし、学内外で発表する機会を持つ。

  計画を立て、継続的に研究や開発を進めることができる。研究または作品の成果を論理的に整理し、分かりやすく発表できる。社会や業界に貢献できるような技術的・創造的なアウトプットを生み出せる。

なし

授業計画

テーマの確認、研究・作品の方向性決定

ファティン　アミラ 5担当教員

学習目的

授業内容

先端技術研究 １年課程 １

科 目 名 卒業制作 I A

評　価　内　容

発表の出来

開発・研究（動作検証・テスト）

開発・研究（細部の調整、デザイン・UXの改善）

研究・開発の仕上げ（成果のまとめ、プレゼン資料作成）

最終調整・論文や発表資料の準備

発表リハーサル（プレゼンテーション練習、改善点の確認）＆提出

最終発表（成果発表、講評、振り返り）

評価項目/割合



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

　１．課　題 20 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 50 ％

　

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業実
施予定・そ

の他

開発・研究（ブラッシュアップ、機能追加）

評
価
基
準

チーム内の報告・連絡・相談

作品のクオリティ

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

開発・研究の開始（基礎部分の実装や調査）

開発・研究（試作、データ収集、検証）

開発・研究（技術的課題の解決、設計の調整）

開発・研究（具体的な機能の実装・分析）

開発・研究（進捗報告、フィードバックの反映）

中間発表（現時点での成果を発表し、意見をもらう）

企画書・仕様書作成、スケジュール設定2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

長期間の個人またはチームでの研究・開発を通して、自ら課題を設定し、その解決に向けて主体的に取り組む力を養う。研究や作品制作の過程を通
じて、論理的思考力や問題解決能力を高める。

各自またはチームで研究・作品制作を行い、成果をまとめる。プロジェクトの進行管理を行いながら、計画的に開発を進める。最終的に成果物をプレ
ゼンテーションし、学内外で発表する機会を持つ。

  計画を立て、継続的に研究や開発を進めることができる。研究または作品の成果を論理的に整理し、分かりやすく発表できる。社会や業界に貢献できるような技術的・創造的なアウトプットを生み出せる。

なし

授業計画

テーマの確認、研究・作品の方向性決定

ファティン　アミラ 5担当教員

学習目的

授業内容

先端技術研究 １年課程 １

科 目 名 卒業制作 I B

評　価　内　容

発表の出来

開発・研究（動作検証・テスト）

開発・研究（細部の調整、デザイン・UXの改善）

研究・開発の仕上げ（成果のまとめ、プレゼン資料作成）

最終調整・論文や発表資料の準備

発表リハーサル（プレゼンテーション練習、改善点の確認）＆提出

最終発表（成果発表、講評、振り返り）

評価項目/割合



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

　１．課　題 50 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 20 ％

　

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業実
施予定・そ

の他

 短いストーリーを作ろう・3人1組で1文ずつ英語でストーリーを作る
・面白い話ができると盛り上がる

評
価
基
準

報告・連絡・相談の出来、課題の締め切り
出席、積極的さ

発表の出来

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

好きなものを英語で話そう
 ・「I like 〇〇 because...」のフレーズを練習
・ペアワークでお互いに質問

英語で質問しよう！
・「Do you like 〇〇?」「What’s your favorite game?」などの簡単な質問練習
・質問バトル（時間内にたくさん質問した方が勝ち）

 英語ジェスチャーゲーム・言葉を使わず、ジェスチャーで伝える
・チーム対抗戦で楽しく学ぶ

感情を表現する英語
 ・「I’m excited!」「I was surprised!」などの感情表現を練習
・シチュエーションごとに適した表現を考える

 旅行英会話チャレンジ・レストランや空港のシチュエーションで英会話ロールプレイ
・「Order food in English!」ゲーム

英語クイズ大会！
・簡単な英語の質問に答える（例：「What is the capital of Japan?」）
・「I think...」と推測する練習

英語のリアクション練習
 ・「Really?」「Wow!」などのリアクションを練習
・先生の話に英語で反応するゲーム

2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

英語に対する苦手意識をなくし、楽しく英語でコミュニケーションを取る力を身につける。

ゲームやアクティビティを通じて、日常的な英語表現や簡単な会話に慣れる。英語でのリアクションや質問の仕方を学びながら、自信を持って話せる
ようにする。

  ・英語を使うことに抵抗を感じず、積極的に話せるようになる。・簡単な自己紹介や会話ができるようになる。・英語でのプレゼンテーションの基礎を身につける。

なし

授業計画

イントロ & 自己紹介ゲーム
 ・アイスブレイクゲームで緊張をほぐす
・簡単な自己紹介（名前＋好きなこと）

ファティン　アミラ 1担当教員

学習目的

授業内容

先端技術研究 １年課程 １

科 目 名 技術の英語 I A

評　価　内　容

提出状況

ゲーム実況っぽく話してみよう
・「Jump!」「Run!」「Oh no!」などの簡単なフレーズを練習
・実際のゲーム映像を見ながら実況体験

英語でプレゼンごっこ（超簡単バージョン）
・好きなものを3つのポイントで紹介（例：「I like Pokémon because...」）
・1分以内の発表練習

アニメや映画のワンシーンを再現！
 ・有名なアニメや映画の英語セリフをリピート
・イントネーションやリズムを意識して発音練習

英語でプレゼント交換!?
 ・「I give you 〇〇 because...」の形でプレゼントを選ぶ
・もらったプレゼントを英語で説明する

簡単な英語インタビューに挑戦！
・ペアでお互いにインタビュー（「What’s your hobby?」「Why do you like it?」）
・先生が「インタビュアー役」として質問する

楽しかったことを英語で話してみよう！
・「This class was fun because...」の形で振り返り発表
・成長を感じながら、次のステップへ！

評価項目/割合



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

　１．課　題 50 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 20 ％

　

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業実
施予定・そ

の他

プレゼンの構成とスライド作成
- 効果的なスライドの作り方を学ぶ

 - 発表の流れ（導入・本論・結論）を整理する

評
価
基
準

報告・連絡・相談の出来、課題の締め切り
出席・積極的

発表の出来

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

技術用語と専門表現②
- 自分の研究に関連する英単語を調査し、リストを作成

 - シンプルな英文で研究の背景を説明

研究の目的・課題の説明
- 「本研究の目的」を英語で説明する練習

 - 「本研究の課題」を簡単に言えるようにする

技術的なプロセスを説明する
- 研究の手順を英語で説明（First, Next, Then, Finally）

 - 図を使って手順を説明する練習

データと結果の説明
- グラフや数値の説明方法を学ぶ

 - 「This graph shows...」「The results indicate...」などの表現を学ぶ

比較・考察の表現
- 「本研究の結果は〜と比較して...」の表現を学ぶ

 - 「可能性」「推測」を表す表現（may, suggest, indicate）を練習

中間プレゼン（ショート発表）
- 各自の研究について 2分間 で英語プレゼン

 - フィードバックを受ける

技術用語と専門表現①
- 研究分野に関連する基本用語を学ぶ

 - 簡単な技術文の読解2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

英語で研究成果を発表するスキルを身につけることを目指す。論理的な文章作成よりも、英語への苦手意識を克服し、自信を持って楽しく話せること
を重視する。

研究テーマに関連する英語表現を学び、実践的なプレゼンテーションスキルを身につける。
英語での発表練習を繰り返し行い、フィードバックを受けながら改善する。
発音や話し方のポイントを学び、聞き手に伝わるプレゼンを目指す。

  自身の研究について英語で発表できるようになる。研究テーマに関連する英語表現を適切に使えるようになる。英語で話すことへの苦手意識を克服し、楽しく発表できるようになる。

なし

授業計画

イントロダクション & 技術英語の基礎
- 科目の目的と進め方の説明

 - 研究内容を簡単に英語で説明する練習（自己紹介＋研究テーマ）

ファティン　アミラ 1担当教員

学習目的

授業内容

先端技術研究 １年課程 １

科 目 名 技術の英語 I B

評　価　内　容

提出状況

イントロダクションと結論の強化
- 興味を引く導入の作り方
- 研究の意義を強調する結論のまとめ方

発音とスピーキング練習
- 技術英語の発音のポイント（アクセント・強調）

 - 研究発表のスクリプトを読みながらスピーキング練習

質疑応答の練習
- 「What is the significance of your research?」などの質問に答える練習

 - 相手に質問をするスキルも学ぶ

リハーサル①
- 5分間のプレゼンテーション実施
- 先生やクラスメートからフィードバック

リハーサル② & 改善
- フィードバックを元に修正
- 最終発表の準備

最終発表（Final Presentation）
- 英語での研究成果発表（5分間）
- 質疑応答を行う

評価項目/割合


